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雨にも負けず、みんなで頑張りました
西谷小学校の子どもたちが田植え
　６月４日㊍に、西谷小学校の全校児童が、地域
で米づくりに取り組む KOMEYA 和田丸さんの指
導のもと、雨の中、田植えを体験しました。
　子どもたちは、泥に足を取られて苦戦する様
子も見られましたが、次第にコツをつかみ、友
達同士で声を掛け合いながら作業を進め、地域
の人との交流を通して、米づくりの大変さや楽
しさを学ぶ貴重な体験となりました。

夏祭りが待ち遠しいね
南吉井小学校で盆踊り交流会
　６月４日㊍に、南吉井小学校の３年生が田窪婦
人クラブの皆さんから盆踊りを教わりました。同
クラブは、「地域の夏祭りに足を運んで、一緒に
盆踊りを楽しんで欲しい」という思いから毎年こ
の時期に南吉井小学校を訪れています。子どもた
ちからは「みんなといっぱい踊れて楽しかった」、

「また盆踊りを踊りたい」といった声が上がり、笑
顔溢れる楽しい交流の時間となりました。

身近な情報をウェブサイトで配信中

身近な情報をお寄せください。問広報担当☎964-4400
　 soumka@city.toon.lg.jp

笑顔とにぎわいが溢れる一日に
とうおんフェス開催
　5 月17 日㊐に、クールス・モールでとうおんフェ
スが開催されました。ダンスや音楽ライブ、餅まき
などが行われ、多くの来場者が楽しんでいました。
イベントを総合プロデュースした市観光大使の啓

け い た
太

さん（集合写真前列右から２番目）は、「ゼロから
の挑戦で不安でしたが、多くの人に来ていただき楽
しんでもらえて嬉しかったです」と話していました。
次回は、10月3日㊏、４日㊐に同会場で開催予定です。

校舎のすぐ横を流れる井内川へ
アメノウオの稚魚を放流
　５月 14 日㊍に、西谷小学校の児童が、アメノ
ウオの稚魚約 2,300 匹を放流しました。重信川
を豊かな漁場として守るとともに、子どもたち
に重信川への親しみを持ってもらうため、重信
川漁業協同組合が毎年実施しています。６年生
の髙橋心

こ こ み
海さんは「10cm もないくらいの小さな

稚魚が、３倍くらいの大きさに育つと知ってびっ
くりしました」と話していました。

季節を感じながら健康づくり
春のウォーキング大会
　４月 27 日㊊に、とうおん健康づくりの会主催
の春のウォーキング大会が開催され、会員、伊予
市健康づくりの会、愛媛大学 丸山広

こうたつ
達先生、愛

媛大学学生、加藤市長の計 49 人が参加しました。
　参加者は、中央公民館から市総合公園までを往
復し、住宅の庭に咲く花や色づき始めた裸麦を見
て会話を弾ませながら、軽い足取りで約１万歩の
ウォーキングを楽しんでいました。
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市民バレーボール大会で
優勝したチームの皆さん、
おめでとうございます。

ボールと地域の絆を繋ぐ
白熱の市民バレーボール大会
　６⽉７⽇㊐に、ツインドーム重信ほか４会場で
市民バレーボール大会を開催しました。
　18 回目を迎えた今回は、30 分館から 50 チーム、
464 人が参加。必死にボールを追いかけたり、得
点が決まるとハイタッチで喜び合ったりと、各会
場で白熱した試合が繰り広げられました。
　世代を超えて、バレーボールで地域の絆が繋が
る１日となりました。

Congratu la t ions!

第18回市民バレーボール大会結果

会場 ツインドーム重信
（１部男子A）

川内体育センター
（２部男子A）

重信中学校体育館
（２部B）

農林業者
トレーニングセンター

（２部C）
川上小学校体育館

（２部D)
優勝 志津川 北方東 田窪 則之内東 志津川B

準優勝 南方西 南方西 南方東 志津川A 町西

志津川 北方東

田窪 則之内東 志津川 B

大切な命と地域を守るために
出水期に備えて水防工法訓練
　５月 24 日㊐に、重信川河川
敷で水防工法訓練を行い、消
防団、自主防災組織、市内事
業所、松山河川国道事務所、
防災エキスパート、市職員な
ど 174 人が参加しました。
　浸水を防ぐ土のう積みや、
命綱などに使えるロープワー

クを実 践したほか、今 年 度
は新たに、瓦 礫などの下敷
きになった人を救助するレス
キュー訓練も行いました。いざ
というときにそばにいる人同士
で助け合うことができるよう、
出水期に備えて地域の防災力
を高めることができました。

Interview

　人命救助の際は、自分の作業
だけに集中してしまいそうです
が、作業をする人同士で声を掛
け合うことや、下敷きになってい
る人に声を掛けて安心させること
が大切だと実感しました。

髙橋 正
まさあき

明 さん（山之内）

レスキュー訓練を体験して


